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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、第一に、書誌学的な研究
に有用であるような XML による初期刊本の
本文の記述（トランスクリプション）の方法
論を確立することである。第二の目的は、そ
の方法論に基づき、西洋最初の活版印刷本で
あるグーテンベルク聖書を対象として XML
によるトランスクリプションを作成し、デー
タベースの構築・公開を行い、それを用いて
グーテンベルク聖書の印刷工程の解明に向
けた研究を進めることである。 

 
２．研究の進捗状況 
本研究では、（1）書誌学的な研究に有益な
初期刊本の XML による本文記述の方法論の
確立、（2）グーテンベルク聖書の本文記述、
（3）それを用いたグーテンベルク聖書の印
刷工程の解明に向けた研究、という三つの具
体的な課題を設定している。 
これまで、課題（1）および（2）を中心に
取り組んできた。（1）については、文献調査
および TEI（Text Encoding Initiative）によ
る XMLのガイドラインや先行事例、さらに
著者のこれまでの研究成果やオリジナル資
料の調査に基づき、記述に必要となるタグを
検討した。また、学会発表等を通じて先導的
な初期刊本の研究者との意見交換を行った。 
（2）については、効率的なデータ作成方
法を検討し、入力者を訓練したうえで、グー
テンベルク聖書の本文記述データの作成を
開始した。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 育児休業による研究の中断をはさんだも
のの、データ入力者 2名の訓練を終え、トラ
ンスクリプション・データの作成を開始する
ことができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究では、一般的なトランスクリプショ
ンに比べ、異字体を厳密に区別するなど詳細
なデータを作成しているため、入力・確認・
修正作業に非常に時間がかかっている。入力
用マニュアルを改善することで、作業効率の
向上を図る予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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